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紀伊半島中部地域の層状含銅硫化鉄鉱床調査報告（その2）
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　　　　　　　　　Region　of　thヒe　I⊆ii　Peninsula　（No。　2）

　　by
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Abstract

　　　This　survey宙as　performed　in　September　in1954as　one　of　the　integrated　survey　program

of　the　bedded　cupriferous　pyritic　deposits　in　the　central　region　of　the　Kii　peninsula．

　　　The　geology　of　this　area　is　composed　of　the　older　rocks　that　belong　to　the　so－called　Mikabu

，and　Sambagawa　zones　and　Chichibu’zone，and　these　zones　change　gradually　to　transitional　zone

．about　l　km　in　thickness．

　　　Bedded　cupriferous　pyritic　deposits＆re　embraced　in　green　or　black　phyllite，which　are

small　in　scale。

　　　Ore　minerals　are　chalcopyrite，pyrite，zincblende　an4pyrrhotite　etc。　In　generally，copper

content　of　the　ores　is　about3～8％。

　　　There　are　six　mines　as　follows：

　　　　Working　mines二〇sugi　and　Kanehara

　　　　Closed　mines：Yamato，K6y6，Happ6and　Kuroishi

　　　　　　　　　　要　　旨

　本調査地域内の地質は御荷鉾および三波川帯の千枚岩

類，これの南部に分布する秩父帯の粘板岩・砂岩・輝緑

凝灰岩等とこれらを貫く蛇紋岩とからなり，御荷鉾およ

び三波川帯と秩父帯とは漸移関係にあるもののように思

われる。　　　　　　　　　・

　地域内には金原・光陽・八宝・大和・黒石等の層状含

銅硫化鉄鉱床があり，緑色千枚岩または黒色千枚岩中に

存在している。調査当時はいずれの鉱再も休山中で，坑

内は崩壊し，僅かに大和鉢床において鉱体の一部が観察

されたにすぎない。したがつて，鉱床の規模も明らかに

しえなかつた。

　いずれの鉱床においても，鉱石は緻密な含銅硫化鉄鉱

を主とするもののようで，品位はCu5％前後，良質部

はCu－10％に達する。

　鉱石鉱物は黄鉄鉱・黄銅鉱を主とし，少量の閃亜錯

鉱・磁硫鉄鉱が含まれている。鉱石の組織のなかでもつ’

とも特徴的なことは，黄鉄鉱にコPフォーム構造がみら

れることで，このような鉱石は変成度の低い母岩中の鉱

石ほど顕著にみられる。

＊鉱床部

1．緒　　言

　　紀伊半島中部地域に分布する，層状含銅硫化鉄鉱床に

　ついては，さきに第1次調査として，共盛鉱山および戸

　運保鉱山を中心とする区域を終了し，その結果はすでに

　報告1）．した。

　　本調査は前調査に引続いて第2次調査として行なわれ

　たもので，期間は昭和29年9月初旬から下旬に至る22

　日間である。調査地は前年度施行地の南部，すなわち奈

！良県吉野郡下市町平原から同郡宗檜村平雄に至る区域で

　ある。

　　本区域ぴヒ分布する層状含銅硫化鉄鉱床については，従

　来あまり調査研究が行なわれていない。したがつて文献

　もぎわめて少なく，わずかに2，3があるにすぎない。1

　　本区域に分布する層状含銅硫化鉄鉱床は，すべて黒色

、千枚岩を主とする古期岩類中にあり，いわゆる三波川式

　結晶片岩中にあるもの㌍較べて，母岩はもちろん，鉱床

　の形態や鉱石鉱物の組織等かなりの差異が認められる。’

　　第1次調査区域の層状含銅硫化鉄鉱床は，すべてが緑

　色千枚岩中にあるのに反して，今回の調査区域内の鉱床

，の多くは，黒色千枚岩中にある。
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2．位置および交通

　本調査区域は前年度調査区域の南部にあたり，奈良県

吉野郡下市町・白銀村・賀名生村・秋野村・丹生村・宗

檜村・宇智郡大阿太村・野原町・南宇智村の9力町村に

またがつている（20万分の1地勢図和歌山，5万分の1

地形図高野山・五条・山上ケ嶽・吉野山）。

本区域に至るには，和歌山線五条駅または近鉄吉野線

下市口駅に下車し，こΣからバスによる。それぞれの経

路は次のようである。

O　　　　　　　　　　　　　　　』　　　〇
五条　　　　　　　　　　　　　　　　　下市

　　　0　　　　　　　　2km／
　　△3kヂ　平原凱
　　　　　・押　3kヅ

　　　　　ス＼5km＋師Oス
　　　　　　　翫

　　　　　　　　鼻

3．地　　形

本区域の地形は，地質の差異により・，山嶽地・丘陵地

および平地等に大別することができ，一般に，南進する

にしたがつて急峻となつている。

　区域の大部分は山嶽地であつて柚野山（海抜849・9m）

を最高とする海抜400m以上の山が連讐1く・、東方は大

峯山（海抜1，500m前後）に連なつている。山腹は，古期

岩類が北方へ緩く傾斜しているので，北斜面はこれに影

響され七緩傾斜をなしている部分が多いが，その他の

東・西・南斜面は比較的に急傾斜を欺し，一部には懸崖

をなす所もある。

　丘陵地は本区域の北西の一隅にあり，海抜200m以

下の緩やかな起伏をなし，大部分が農耕地と．して開拓さ

れている。

，平地はぎわめて少なく，わずかに野原町の一部を占め

そいるにすぎない。

　河川のうち，や」大ぎいものは丹生川と長瀬・十日

市・城戸を通り，前者に注ぐ黒滝川とがある。これらは

いずれも古期岩類の地層の走向に沿い，またはこれと直

交しながらかなり著しく蛇行して西方へ流下し，五条町

の南方で吉野川に注いでいる。

河川のなかでもつとも水量の多い丹生川には，発電所

の新設工事が進められている。

4．地　　質

　区域内の地質は50万分の！京都図幅において，御荷鉾

および三波川変成岩類・時代未詳古生層として扱われて，

いる古期岩類と，これらを不整合に覆う洪積層および沖

積層，ならびに前記古期岩類を貫く蛇紋岩等から構成さ

れている（第2図）。

　4．1沖積層
　沖積層は本区域の北西の一隅を占め，大部分が水田と

なつている。本層は礫・泥土等から構成されている。

　4．2洪積層
　洪積層は古期岩類を不整合に覆つて，海抜200m前

後の丘陵地として分布している。本層は大部分は拳大以

下の円礫を主とする礫層で，そのなかに青白色の粘土の

薄層が挾まれている。これらの礫・粘土等についてはす

でに報告済みであるからこ瓦には割愛する6洪積層が古

期岩類を不整合に覆つている部分は，数ヵ所においてみ

られるが，そのなかで，両者の関係がもつともよく観察

できるの一は，五条から南阿太村島野へ通ずる道路沿いで

ある（第3図）。

　4．3古期岩類
　区域の北半部に分布する古期岩類は，主として黒色千

枚岩であり，また，これと互層をなす薄い緑色千枚岩が

ある。南半部にあるものは粘板岩・硬砂岩・輝緑凝灰岩

等である。

　これらの古期岩類は50万分の1京都図幅においては

御荷鉾・三波川式変成岩類と時代未詳古生層（秩父帯）と

に分けられ，両者は峰部落の南方を経て十日市部落の北

縁部を通り，さらに南西方へ走る構造線によつて区別さ

れている（第4図）。

　いわゆる三波川帯・御荷鉾帯・秩父帯等については，古

くから調査研究の対象となり，種々論議されてきたもの

である。従来御．荷鉾帯は三波川帯および秩父帯とは構造

♂線をもつて境して扱われてきたが，その後の研究の進歩一

によつて，これら3者の層序関係，構造，変成様式等は

次第に明らかになるとともに，従来の解釈にも相当に修

正が加えられた。これら3者の間にはまだ層序上および

構造上からも多くの問題が残されているが，1これらの変

成度の差異は漸移的であり，また，変成様式等もほ黛一

様であることが数ヵ所で認められている。

　調査研究が充分に進んでいない本地域の三波川・御荷

鉾・秩父帯の関係は，他の地域における古くからの解釈

を踏襲して，大規模な構造線をもつて境させてきだ。，

　古期岩類については，便宜上京都図幅にならつてこれ

を御荷鉾および三波川帯と時代未詳の古生層（便宜上秩

父帯と呼ぶ）とに2分して述べる。
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第2図1、
　　　6。

平繊鉱山

金原鉱山

2．大杉鉱山

7．光陽鉱山

3．共盛鉱山

8．八宝鉱山

4．戸運保鉱山　5．
9．大和鉱山　　10．

金谷鉱山

黒石鉱山
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4．3．1　秩父帯

　こ」で秩父帯と呼ぶものに区域の南部を占め，変成作

用をあまり受けていない部分であつて，主として粘板

岩・硬砂岩・輝緑凝灰岩等からなり，このほか一部には

これらを貫く蛇紋岩体もある。これら岩類の層理の一般

走向はN70。E～N70。W，傾斜は1“40QNで，後に途

べる御荷鉾および三波川帯のそれとまつたく同様であ

る。

　粘板岩は古生層の地域に普通にみられる黒色粘板岩

で，厚さ5mm内外の板状に剥がれやすい・長谷の南方

では本岩と硬砂岩とが厚さ5cm内外の縞をなすのがみ

られる（第5図）。本岩を構成するおもな鉱物は粘土質物

と石英とであるが，，粘土質物は北方へゆくに従つて次第

に絹雲母・緑泥石等に変わつている・

　硬砂岩は本帯の東部に広く分布じ，かつ一般に，南進

するに従つて粒度は次第に粗くなつている。本岩と粘板

岩との境界は判然としない場合が多い。

　輝緑凝灰岩は区域の南部に広く分布している。本岩の

大部分は緑色を呈すおが，一部には赤色を呈する部分も

あり，両者の境界はぎわめて不規則な形を示すことが多

いo

　蛇紋岩は以上の諸岩を貫いて本帯の西部にみられる

が，周囲の岩石との境界は不明瞭である。

　本帯中には一部に黒色千枚岩の薄層が挾まれている

が，その多くは厚さ数m以下であつて，南進するにし

たがつて次第に少なくなり，ついには消失するに至るq

この地点は粘板一岩の北限の南方400m附近であつて，

これより南部にはほとんどみられない。このようなこと

は原岩の岩質の相違によつて，変成産物が違つてくるこ

とと，変成作用がかならずしも一様でないために起きる

もので，その結果両帯は全般的に漸移関係を示すものと

考えられる。

　4．3．2’御荷鉾・三波川帯

　本帯を構成する岩石は主として黒色千枚岩，これに挾

まれる緑色千枚岩，およびこれらを貫く蛇紋岩等であ

る。このなかでもつとも広く分布するものは黒色千枚岩

であるが，これに反して緑色千枚岩はきわめて狭く，や

や注意すべぎ露出地は高嶽附近・十目市附近等で昂る。

本区域内の緑色千枚岩は前年度調査地に分布するものと

較べると，金原鉱山附近を除いて，一般に，剣理性は弱

い。鉱物組．成も前年度調査地のものと較べて大差はない

が，南部ほど変成鉱物が少なくなっている。

　変成度の差異を比較的によく示すものは黒色千枚岩で

あつて，前調査地のそれと本調査地の峯串一唐戸を結ぶ

線以南にあるそれとの間には，、かなり大きい差異が認め

　られる。すなわち，前者の大部分は，すでに報告したが

変成鉱物を多量に含んで著しい剥理性を示し，片理面は

絹糸様光沢を呈するが，その南縁，平原附近，および広

橋附近よりともに南方ほど変成鉱物の量は次第に少なく

なり，さらに南方広橋と峯出とのほ壁中間と賀名生村滝

附近を結ぶ線附近には，。剥理性のあまりみられない石英

の粗粒を主とする砂岩と，緻密な黒色粘板岩の薄層から

なる互層がみられる。このうち砂岩部は東方へ向かい，

粘板岩部は西方へともに漸次厚くなつてゆく。さらに南

進するにつれて相方ともに厚くなり，峯出の南方約1km

一十目市の北縁一黒石鉱山附近を結ぶ線附近では，前記

秩父帯の粘板岩および硬砂岩に移化している。しかし，

この移化する線よφ南部にもヂ枚岩類がないわけではな

く，これについては先に述ぺた通りである。千枚岩類か

ら粘板岩および硬砂岩等に移化する線は，これらの層理

の走向方向にほとんど平行で昂る。

　午枚岩類を貫く蛇紋岩は，唐戸および大和鉱山附近に

．露出してし1る。普通に暗緑色を呈するが部分的に黄緑色

を呈し，網状の方解石細脈に貫かれていることが多い。

本岩は主として蛇紋石からなり，少量の緑閃石・緑泥石

・石英・方解石およびきわめて少量の黄鉄鉱・滑石・燐

灰石等を混有している。

5．地質構造

　前年度および今年度調査区域は，紀伊半島中部地域の

なかで，・断層・摺曲等のもつとも少ない区域であつて，

地層の走向・傾斜は前述の通りほとんど変化がなく，単

斜構造をなしている。

　断層は数条みられるが，㌧いずれも規模はあま，り大きく

．はない。

　従来御荷鉾・三波川帯と秩父帯との境とされていた構

・造線は，前述の両帯の漸移線とほとんど同位置を北東方

から南西方へ走るが，これを横切る下市町から峯出・長

、、谷を通る自動車道路，ならびに，これに沿つて峯出から

南流し，長谷において黒滝川と合流する川沿いにおいで

は，このように大規模な構造線は認められない。すなわ

ち，黒色千枚岩（御荷鉾』三波川帯）と粘板岩・砂岩等

　（秩父帯）との境界附近は，約ユkmの間にわたつて両帯

　の岩類が重複している。第6図は下市町から長谷を通る

　自動車道路沿いに観察される両帯の境界附近の状況を模

式的に示したものである。このような関係は前記の箇所

　だけでなく，平原から城戸へ通ずる道路ならびに丹生川

　沿いなどにおいても観察されることである。

6．鉱　　床

本調査区域内には金原・光陽・宝永・大和・黒石等の

諸鉱山があり，いずれも層状含銅硫化鉄鉱床を稼行の対
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第 1 表

鉱山名

：大杉

金　原

光陽
宝張

（八宝）

大和

黒　石

位置・交通 鉱区番号

吉野郡下市町栃原
栃原使留所の些方450m徒歩

1奈良縣登・3号

下市町平原
平原停留所の南方約1．3km徒歩
白銀村唐戸
金原鉱山の南西方約800m徒歩
百銀村唐戸

光陽鉱山の北西方約300m徒歩
白銀村平沼田
八宝鉱山の南西方約800m徒歩
賀名生村黒淵
常覚寺停留所（五条一城戸問バス）よP

lkm

〃　27〃

〃　　、32〃’

〃　94〃

〃　78〃

〃　15〃

鉱　種

銅

金・銀・銅
硫化鉄

銅

銅

金・銀・銅
硫化鉄

金・銀・銅
硫化鉄

鉱業権者

林　平造他1

杉本卓造

東　将春他1

東　将春

東　将春．

真鍋竹治郎

現　　況

採・探鉱中

　3名
探鉱中
　1名
休山中

〃

〃

〃

象としている。前年度調査区域内の大杉鉱山が再開さ

．れ，旧坑の取明け作業が行なわれていたので，今回調査

がでぎた。

　以上6鉱山のうち，現在稼行しているのは大杉・金原

の2鉱山のみで，他の4鉱山は休山中である。これらの

位置等については第1表に一括した。

　本調査区域内に分布する層状含銅硫化鉄鉱床には，緑

色千枚岩を母岩とするものと，黒色千枚岩中に胚胎する

　　　　　　　　　　　　　　ツものとがあつて・後者の場合には鉱体は珪質岩に挾まれ

ていることが多い。

7．鉱　　石

　鉱石の銅品位はいずれの鉱床でも一般に高く，局部的

には10％以上に達することもある。鉱石はほとんど塊

状鉱からなり，構成鉱物は黄銅鉱と黄鉄鉱を主とする。

また，若干の閃亜錯鉱が黄銅鉱とともに含まれており，両

者はなめらかな曲線で境されていることが多い。鉱物の

組織のうち，もつとも特徴的なことは一部の黄鉄鉱にコ

官フォーム組織を示すものがあることで，大杉鉱山以外

はいずれの鉱床においても認められた。また，黒色千枚

岩中の鉱石中には，若キの磁硫鉄鉱が含有されている

が，緑色千枚岩中の鉱石にはみられないことも1つの特

徴である。

　なお，鉱石については前年度の分と本年度の分を一括

Lて別の機会に報告する予定である己

8。一鉱床各説

　8。1大杉鉱山
　8．1．1　鉱山の沿革および現況

　明治20年頃に開発され，数名の手を経て，同43年に

坂口定一の所有となり，大正13年まで稼行された。こ

の間1カ月の出鉱量は約200tで，この問は本鉱山の全

盛時代であつた。その後長らく休山していたが，昭和28

年12月をヒ旧坑道の取明けを開始し，一部で採掘を行な

つている。翌29年6月までに約10tを出鉱し，日本鉱

業株式会社佐賀関製煉所へ売鉱した。調査当時山元には

約1tの貯鉱があつた。

　鉱石は貯鉱場で手選され，山元から下市口駅までは牛

車で，こNからは鉄道で輸送されていた。

　8．1．2　地質および鉱床

　緑色千枚岩と黒色千枚岩との互層からなり，これらは

走向N60γ80QE・で北方へ5～20Q傾斜する。

　鉱床は緑色千枚岩中の層状含銅硫化鉄鉱床で，平城・

共盛・金谷・戸運保等の鉱床とほ壁同層準に存在する。

現在観察できるのばその一部にすぎないので，本鉱床の

規模は明らかでない。第7図は現在入坑できる範囲を示

す。

　従業員の話によれば，さきに採掘された部分には3鉱

体があつて，これらの問隔は40cm位に接近すること

もあり，また，10m位に離れることもあり，しかも上

部ではこれら3鉱体が順次接近して，っいには同一鉱体

となつている部分もあつたということである。

　現在みられる範囲では，第9図に示すように鉱体は1

条または2条みられるが，2条ともにみられる部分では

両者の問隔は約40Cmで，厚さ5cm内外のや玉緻密な

鉱石であり，比較的銅分は少ない。鉱体の間隔は上部で

は約3mとなり，さらに上部へゆくに従つて大ぎくな

つているという○

　坑道の東引立にみられる鉱体は，品位5％Cu前後の

銅鉱セ，！0～20cmの間にぎわめて不規則な形をもつて

存在している。第8図はこの部分の鉱体のスケ．ヅチで

ある。

　8．1．3結語
　休山の期間が長かつたために，坑道はぼとんど崩壊し

ているので・まず旧坑の取明けが必要である。鉱体は，

現在入坑できる坑道より上部は，前の操業中にほとんど

採掘済みであるから，今後採掘の対象となるのは坑道よ∫

り下部であるが，この部分は北西方へ開く谷になつてい

－
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るので，多くは期待でぎないように、思われる。、

ε，2金原鉱山

　8．2．1鉱山の沿革および現況

　本鉱床は明治以前に発見されたといわれているが，そ

の時期は詳かでない。もつとも盛んに稼行されたのは

明治30年頃であつた。その後数人の手を経て西川林之

助の所有となり，約20年間を経過したが探鉱を行なつ

たのみで出鉱はしなかつた。昭和12年には杉本卓造の

所有となり，現在はもつぱら探鉱を行なつている。

8．2．2地質および鉱床

　鉱山附近を構成する地質は，緑色千枚岩と黒色千枚岩

との互層であつて，層理の一般走向N700W～E－W，傾斜

NlO～200を示す。坑内でば厚さ50cm内外の淡緑色ま

たは渤色の珪質岩がみられ，また傾斜500内外の数条の

断層が認められるがいずれも規模は小さい。

　現在の探鉱坑道は谷底近くに開口されており，この上

方には旧坑が4，また，唐戸部落の上方にはr辻本上の

坑道」と呼ばれている旧坑があるが，これらはいずれも水

没または崩壊し入坑でぎない。したがつて，これらの坑

道は，わずかにその方向および加脊等を知ることがでぎ

ただけで詳細は不明である。上部の4旧坑道はそれぞれ

5m間隔をもつて開さくされており，上方より3坑道は

方向N700Eの鑓押坑道であり，最下方のものはS700E

の方向に掘さくされている。ζれらのなかで鉱石を，もつ

とも多量に出鉱したのは，上から3番目の坑道であつて，

鉱体の厚さ1mに達する部分があったといわれている

が，調査当時に認められた鉱体の大部分は6cm内外で

あつた。また，北福鉱区内にも厚ざ2m余りに達する

部分があつたといわれているが詳細不明である。

　現在探鉱中の坑道（第9図）は現鉱業権者が旧坑を取明

け，かつr部を掘進したもので，新鉱体の発見を目的とし

て黒色千枚岩中を掘進しているものである。本坑道の東

部の崩壊部より上方へ，約！6卑切上つた所で旧坑で採

掘された鉱体の連続部がみられる（現在は鉱体を観察す

るごとはできない）。第10図はこの関係を模式的に示し

たものである。第9図に示すように，本坑内にば4枚の

珪質岩がみられ，このうち最上位の珪質岩中には厚さ約5

mmの比較的銅分の高い細脈があつたが連続性がなく，

まもなく消滅したということである。第11図はこの鉱

体と母岩との関係を示す。鉢体と母岩との接触部は・母

岩際は2～3mmの間緑泥石化し軟弱となつている。現

在入坑観察できる部分には鉱体はほとんどなく，わずか

に局部的に残されているのがみられるにすぎない。

8．2．3結語

金原鉱山の南西部にある光陽・宝永・大和鉱山等の鉱

床曝，いずれも黒色千枚岩中に挾まれる珪質岩中に胚胎

し，金原鉱山の鉱床も既採掘鉱体の下部にあつて，黒色

千枚岩中にあることなξから，新鉱体を期待して探鉱を

行なつている。さらに現在では坑道の南引立A点より母

岩の片理に沿つて北方下部へ向かつて掘下りを行なづて

いるが，これは新鉱体を予想するなんの資料もないので

期待できない。既採掘鉱体の連続部はすでに確認され，

さらに北方へ連続しているようであるから，今後の探鉱
ド
方
針 とLては現在の掘下りを中止して，掘上り坑道を取

明け，既採掘鉱体の北方の未採掘部の探鉱に主力を注ぐ

ことが望ま・しい。

8．3光陽鉱山

　8．3．1鉱山の沿革および現況

　本鉱床発見の時期・沿革等は明らかぞない。現在は休

山中で，・入坑可能な坑道の延長は約500mである（第12

図）。

　8．3。2地質および鉱床

　緑色千枚岩と黒色千枚岩との互層からなり，片理の一’

般走向N70。E，傾斜15～200を示す。坑内ではNE系

およびNS系の断層が数条あり，そのうち前者は鉱体

を階段状匠切つている。断層の多くは正断層である。

　鉱床は黒色千枚岩中に胚胎する含銅硫化鉄鉱床で，現

在は東部に採掘跡が残つているのみで，鉱体をみること

はできない。既採掘鉱体は数条の断層と運蝦坑道のほゼ

中央部を通る，かなり規模の大きい正断層によつて北方『

下部へ落されている。鉱体については現在観察できな

ヤ・ので薯まつたく不明である．が・黒色千枚岩中に挾まれ

る珪質岩を目標に探鉱した形跡があるので，鉱体はその

なかに胚胎しているものと考えられる。

　8．3．3結語
　運搬坑道末端近くの掘下りによつて観察されるところ

によれば，大断層によつて転位されたと思われる鉱体演

確認されているので，今後はこの鉱体の採掘と併行して

探鉱を行なうのが肝要と思われる。しかし，この部分
’
は
，

1
運
搬 坑道坑口前の川底に近いので，本坑準以下では

坑内水の湧出に注意する必要がある。

　．8．4　宝永（八宝）鉱山

　8．4．1鉱山の沿革および現況

　鉱床発見の時期．・沿革等については明らかでない。昭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／和28年6月頃には新坑9掘進を行なつていたが・現在

は全面的に休山している。

　現在入坑できるのは最上部坑道・宝永本坑・新坑の3

坑であつて，そのほかは崩壊して入坑でぎない。

　8，4。2地質および鉱床

　主どして黒色千枚岩からなり，一部には灰白色の珪質
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岩が挾まれている。千枚岩の片理の走向はほ父E・Wで，　　鉱区は旧11号および旧13号に分かれていたが，後に

傾斜は15。N前後である。摺曲はほとんどみられない　　一括されて現在に及んでいる。

が，断層はかなり多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　いずれも明治25，6年頃に開発されたもので，かなり

　最上部の坑道は黒色千枚岩中を掘進したもので，坑口　　多くの出鉱量があつたといわれているα昭和12年に菊、

から約40mの問はS75。Wの方向へ掘進され，これよ・　田康造が両鉱区および隣接鉱区を得て同20年8月頃ま

り約12mの間は南へ向かつて掘進されているがまだ着　　　で稼行し，、鉱石を石原産業株式会社四日市工場へ出荷し

鉱していない。本坑道においてみられる黒色千枚岩の片　　ていたが，その後同24年6月頃まで月約10tを三井日

理は走向N700E～N750W，傾斜は15。Nである・坑q　　比製煉所へ出荷した。その後東将春の所有となり，同28

から35m附近には下方へ通ずる急傾斜の人道がある　　年6月頃には小規模の稼行状態を続けたが，本調査時に

が，梯子がないため昇降は不能である（第13図）。　　　　　は全面的に休山していた。

　宝永本坑は唐戸から平沼田へ通ずる道路の東下方にあ　　　8．5．2地質および鉱床
’
る
。

本坑ほ坑口から約30mの間はN70。Wへ，さら　　　主として黒色千枚岩からなるが，一部にはこれと緑色

にこれより西方ぺ向かつて掘進されてめるが坑口から約　　　千枚岩との互層，およびこれらを貫く蛇紋岩等がある・

170mの地点で充填されて入坑できない。本坑は，坑口　　千枚岩類の走向はほ黛N70～800E，傾斜はN20γ300で

から30m奥より以西は，走向N75－850E，傾斜65～　　ある。

80。N『の断層に沿つて掘進されている（第14図）・図に　　　本鉱山には，主要坑道としては大和坑・1号坑・2号

示すように，本坑道においては坑口から約35mおよび　　坑・3号坑・銀峯坑1戸岩坑・大久保辻坑がある・

！20m附近に採掘跡力1みられる・いずれにおいても鉱体　　　このほかにも旧坑があるが崩壊Lて・調査を行なつた

はまつたく採掘されてしまつて，詳細については観察す　　　ものは3貌道のみである・これらの坑道名が明確でない．

ることがでぎなV・が，鉱体は白色の珪質岩中に胚胎して　　ので第16図に示すように』便宜上A坑・B坑●C姉と

いた，ように思われる。120血附近の鉱体は西方に採掘さ　　して述べることにする（第16図）。　　1

れたようであるが詳細は明らかでない。これらの鉱体は一　　A坑は墳葬から3mの立坑を掘り・これより走向

前述の断層によって切られ，かなり大きい落差をもつて　　N70。WでNEへ850前後傾斜する断層に沿ってSE

北方下部へ転位している拷えられるカミ，本坑道準より　の方向へ掘さくされており，奥ではB坑に連総ている

下部は1探鉱が行なわれていないので，確認されていない・　　もののようである・

　新坑（第15図）も，前述の2坑道と伺様に，黒色千枚　　　　現在は立坑下から約25mの所で充填されている・立

岩中闘進され禍ので，坑道娠噸・8・恥坑・か　坑下約5mの地点からN35QEの方向へ約4m掘進さ
　ら約60垣の間はN20・Wの方向に，これより奥は・　　れた坑道があり，こ』にある灰白色の珪質岩中に厚さ約

多少曲折してはいるが，ほ貸N80QWの方向に掘進さ　　、5cm，肥大部の厚さ約15cmの塊状鉱体がみられるカ3・

れている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引立近くでは尖滅している・

　黒色千枚岩は一般走向N70・W，傾斜15。Nを示し・　　　B坑は入坑可能な部分は延長約70mであつて・・坑口

　．坑口から80～！20mの間には宝永本坑採掘跡でみられ　　の南方約35mの所で着鉱している・鉱体の大部分はす

　るものとまつたく同様の珪質岩（厚さ約20cm〉がある・　　でに採掘され，採掘跡はほとんど充填され観察すること

　坑口から120皿附近では南ぺ向かつて約2。5m切上つ　　はできないが，その北方および東方尖滅部附近にそれぞ

　ているが，これは前記珪質岩に沿つて切上つたもので・　　れわずかに残鉱がみられる・尖滅部近くでみられるとこ

　この部分には数10kg，Ou5％士のレソズ黙の塊状鉱体　　　ろによれば，鉱体は珪質岩中・‘あるいは珪質岩と黒色千

　が存在していたということである。』　　　　　　　　　　枚岩との境界部に存在している。

　　8．4．3結語　　　　　　　　鉱体が珪質岩中防る場合にはダ鉱体と母岩と噸界
　　坑道の大部分が崩壊しているか，ま燃韻されていはぎわめて不規貝i廊とが多い（第17図はb点の観察）・

て，入坑でぎる範囲は鉱体がみられないの℃その規模「鉱体が黒色千枚岩中に存在する場含甑母岩のうち

および母岩との関係などについて醐らかでない。宝永鉱体より約5cmの間1よ襯石化し曙しく鰯で鮒

本坑坑道準以上の鉱体はほとんど採掘済みと脚るかやすくなつている・その外側に醇さ2～5cmの黒色

ら，今後は旧採掘場において観察される鉱体と断層との千枚岩嫉んで厚さ5～40cmの珪質岩がある・
関係を充分に調査し，・断層によつて北方下部一転移され　鉱体が珪質岩と黒色千枚岩との境界部に存在する例は

1た部分を撰することが腰と齢れる．　　第・8図（第・6図のc点において観察）によつて示され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。この場所は本鉱体の東方尖滅部に近く，厚さ2－7
　　8．5大和鉱山　　8．5．、鋤の牌および現況　　　　cmの塊状鋤らなり・懲は約3・cmの珪質嵐・上盤
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は約20cmの黒色千枚岩と，さらにその上には約30cm

の珪質岩がある。このうち鉱体の上盤側に接する黒色千

枚岩は緑泥石化されて暗緑色を呈し，著しく軟弱で剥げ

やすくなつているが，鉱体から遠ざかるに従つて次第に

緑黒色となり，さらに上盤の珪質岩に移化する部分はほ

とんど新鮮な黒色千枚岩である。

　鉱体は周辺では急激に尖滅し，また分岐することがあ

る。第19図はa点において観察されるその1例である。

　鉱体の上・下盤に常に伴う珪質岩は，葉片状石英質部

と黒色千枚岩との縞状構造をもち，鉱体に近づくにつれ

て黒色千枚岩は次第に薄くなり，境界部ではほとんど石

英質部のみとなり，これに反して，鉱体から遠ざかれぼ

この縞は次第に粗くなり，ついには黒色千枚岩となる。

　C坑は事務所の前に坑口があり，S450Eの方向に掘進

されている・入坑可能な部分は坑口から約40mである・

本坑は地表より浅く，黒色千枚岩中を掘進したもので，

保坑はかなり困難である。坑内では鉱体はみられない。

　A・B坑の北側下方には蛇紋岩中を掘進したと思われ

る坑口があるが，現在は崩壊していて入坑できない。本

坑は着鉱していないようである。、

　8．5．3結語
　坑道の多くが崩壊していて，調査できなかつたが，入

坑できるものも鉱体の一部を観察するごとがでぎたにと

どまウ，大和鉱床全体は明らかにすることはでぎなかつ

た。現在観察できる部分から推定すれば，本鉱床は多く

は黒色千枚岩中に挾まれる珪質岩中に数個のレンズ状鉱

体として存在し，その分布範囲は，本区域としでは，や

や広いから探鉱は容易でない。また，鉱床近くに露出し

ている蛇紋岩と鉱床との間には特別な関係はないようで

ある。

　8．6黒石鉱山
　8．6．1鉱山の沿革および現況

　明治20年頃に開発され，かなりの出鉱があつたが，

後に鉱況は次第に悪くなり，ついに休山するに至り，現

在も休山中である。　、　　　　　　’　一

　8．6．2地質および鉱床

　本鉱床の位置は御荷鉾・三波川帯と秩父帯との境界附

近であつて，鉱山附近は黒色千枚岩・粘板岩・輝緑凝灰岩

等からなり，片理（層理）の一般走向はN60QE～N700W

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ傾斜はN！5～40。であるG

　坑道がすべて崩壊していて入坑することができないの

で鉱床についてはまつたく不明であるが，20万分の1和

歌山図幅説明書によれば，鉱床は輝緑凝灰岩中にあり，・

厚さ数cmからときには2m位に肥大し，また，その

上盤側には厚さ1～3mの鉱染鉱があり，上・下盤の母

岩は鉱体に近づくにしたがつて次第に油肌状となつてい

て，落差2m以下の多くの走向断層によつてわずかず

つ転移されているということである。鉱石の品位はCu

’5．5％±，S33％士であつた。

　8、6．3結語

　再開するには崩壊している坑道の取明けが第一の作業

であるが，坑口の位置は目動車道路より約160m高所

であるから，鉱石は自動車道路まで索導によるほかはな

いσ

　　　　　　　　9．結　　論

　吉野郡下市町から宗檜村平雄附近に至る間に分布する

層状含銅硫化鉄鉱床の調査を2回にわたつて行ない，一・

応終了しためでその結果を述べる。まだ検討されなけれ

ばならない点が多々あるが．これまでの調査によつて得

られたおもなヒとは次の通りである。

　1）　三波川・御荷鉾・秩父帯等を構成する岩類はいず

れも北東方から南西方へ走り，北西方へ緩く傾斜してお

り，各帯相互の間には走向および傾斜の違いばほとんど

ない。

　2）　これらの間には，それぞれを画然と区別するよう

な構造線は認められない。

　3）御荷鉾および三波川帯は主とLて千枚岩類からな

り（北部は片岩～准片岩となつている），秩父帯は粘板

岩・硬砂岩・輝緑凝灰岩等からなつて，両者の移化する

部分は原岩の岩質の差異による変成後の多様性と変成作

用の不均等によるものと考えられ，両帯の漸移部が約1

kmにわたつている。したがつて，両帯の境界を一線に

よつて区別することは不可能である。このことは御荷鉾

および三波川帯が秩父帯が広区域変成作用を受けたため

に生じた変成相であることを暗示するものと，思われる。

　4〉調査区域内の北部に分布する鉱床および黒石鉱爵

の鉱床は，すべて緑色千枚岩あるいは輝緑凝灰岩中に賦

存しており，鉱床の生成と緑色岩を生じた火成活動とは

密接な関係があるように思われ着。また宝永鉱山附近の1

鉱床は例外なく黒色千枚岩中に挾まれる珪質岩を伴つ

ており，両者の間にも成因的に関連があるように、思われ

る。’　　　　　　　　　　一

　5）緑色千枚岩中の鉱体にはあまりみられない磁硫鉄・

鉱が，黒色千枚岩中のものにみられることは一つの特徴

である。

　6）鉱床はいずれも比較的に規模が小さくそのう．え古』

くから稼行されているものが多いので鉱体の大部分はす

でに採掘されたものと思われる。したがつて，残存鉱量

は多くを望むことはでぎない。しかし，いずれも銅品位

は一般に高く．Cu4～6％，ときには10％以上に達する

部分もあり．2，3の鉱山を除いて，多くの鉱山は自動車

道路に近いか，または牛車を通じうゐ道路の近くにある

ので，鉱石の搬出はぎわめて便利であり，し．たがつて，

少数の従業員による稼行は継続でぎそうである。

　　　　　　　　　　　（昭和29年9月調査）
　（なお本丈中第2図を除き他は省略激しました）。
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